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　点 F は直線 DB 上にあるから　　DF=kDB

　よって　　OF=OD+DF=
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　また，AF：FE=s：01 1-s  とすると　　OF=01 1-s OA+sOE

　よって　　OF=01 1-s a+
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　また，AF：FE=
1

3
：81 9-

1

3
=1：2 より，点 F は線分 AE を 1：テ 2 に内分する。

　平行四辺形 OABC の面積 S とする。
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　ABSOC であるから　　△ABE=△ABC=
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　t (AF：FE の求め方)
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　　　直線 BD と直線 OC の交点を G とする。

　　　　　　　AB：OG=AD：OD=2：3

　　　よって　　OG=
3

2
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　　　ゆえに　　AF：FE=AB：GE=4：06 1+2 =1：2


